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■なぜ現場で活用できないのか
　急激に変化する社会環境のなか，人事部門は
様々な問題を抱えています。弊社でも多様なご相
談を受けておりますが，その対応にはコンサルタ
ントとして蓄積した経験だけではなく，中小企業
診断士として習得したビジネスフレームワークの
応用が欠かせません。
　一方で，フレームワークを学んではいるが，理
論通りにはいかない…という意見が散見されま
す。有効性がある程度立証されているからこそ，
ビジネス理論として成立し，世の中に広がってい
るわけですが，実際に自身の業務でやってみたと
ころ「いまいちピンとこない」という感想が多い
のも事実です。
　なぜそうなってしまうのか。その原因にはフレ
ームワークが理論として成立するまでの過程にあ
ると私は考えています。→
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